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-1 
  DrawSlide.Shapes(i).Delete 
Next i 

 
図を描くと、オブジェクトの数が増加する。オブジェク

トには順番に番号が振られるので、この集合を Shapes
コレクションとして取得する。  
上記スクリプトでは、最初に DrawLayout.Shapes. 

Count により指定したコレクション内のオブジェクトの数
を取得している。その後 For next ループで、大きい番
号から逆順に辿り、スライドの指定エリア内で、最後に

描いたものから順番に消すことによって、元からあった

オブジェクトを消さないようにしている。なお、Picture 23
は星空の背景となる青円で、これだけ例外で消さない

ようにしている。  
 
３-６．イベントハンドラ 
ボタンが押された際や、コンボボックスが選択された

際の入力として、該当するスライドレイアウトのオブジェ

クトモジュール内にイベントプロシージャを記述する。

例えば、描画ボタンが押された際に、VBAのmainプロ
グラムを呼び出すには  
 
Private Sub CommandButton1_Click() 
  Call main 
End Sub 

 
というスクリプトを用意する。これにより、スライド上のボ

タンとプログラムが紐付けられる。 
 
４４．．実実行行結結果果  
作成した PowerPoint ファイルは、マクロ有効プレゼ

ンテーションとして、拡張子が .pptm の形式で保存す

る。 
コントロールを動作させるには、スライドショーを実行

することで可能になる。スライドショーを開始 し、

[年 ][月 ][日 ][時 ]のコンボボックスから目的の日時を選
んで[描画 ]ボタンを押すと、星空が描画される。描いた
星空は[消去 ]ボタンを押すことで消去できる。 

さらに修正が必要な場合は、スライドショーを終了し、

通常のパワーポイントを編集する要領で、星座名の位

置変更、追加の文字入力等が可能となる。  
 

 
 
５５．．おおわわりりにに 
以上のように、Microsoft PowerPoint を用いて、星

図を描く手法を検討した。PowerPoint はプレゼンテー
ション用ソフトウェアとして広く用いられており、VBA を

用いることで、任意の場所・時刻の星図を自動的に描

くことができる。描いた星図はさらに自分で修正して、

より効果的なイラストに仕上げることもできる。 
天文普及の現場では、各種の星図が必要となる機

会が多いため、自分で自由にカスタマイズできる図を

作 る こ と が で き る こ と は 、 非 常 に 有 用 で あ る 。

PowerPoint はプレゼンテーションの場面で日常的に
使用することから、これを用いる方法は、Illustrator を
使えない施設にも有用な手法であると考えられる。  
 
参参考考文文献献  
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図３ PowerPoint で描いた星空  
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全天星図から HR 図へのシームレスな変換について 
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概 要 

 

HR図は、恒星の分類や進化の段階を一目で知ることができる強力な手段である。しかし、多数の恒星

を自ら図中にプロットして実感を得ることは、一般市民には難しい。そこで、実際の星空で見える恒星が、

HR 図上でどのような対応関係にあるのかを理解することのできる映像の制作手法を確立した。映像中で

は、まず全天の恒星から 1 等星を HR 図上に移動して並べ替え、その後、全恒星を HR 図上に移動する

ことで、主要な恒星には巨星や超巨星が多いことが直観的に分かる工夫を盛り込んだ。  

また、制作した映像をドームマスター形式で出力し、当館 2025 年度プラネタリウム A 冬番組「星の一

生」の１カットとして使用することで、プラネタリウムを観覧する多くの来館者にご覧いただけたとともに、当

館学芸員による生解説を加えることもできた。 

 

 

１１．．ははじじめめにに    

HR 図 (Hertzsprung-Russell diagram)は、縦軸に恒

星の光度や絶対等級を、横軸にスペクトル型や色指

数（有効温度）を取った分布図である[1]。 

 

図１．HR 図。縦軸に絶対等級、横軸に色指数を

取った（ヒッパルコス星表を元に筆者作成）。 

 

HR 図上では、水素の核融合によって輝く主系列星

は、左上から右下に向かって分布する。観測された多

くの星は主系列星であり、温度が高いほど明るくなるこ
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とが分かる。また進化が進み低温で明るくなった赤色

巨星は、主系列から枝分かれし右上に伸びる分布を

することが分かる。このように HR 図は、恒星の分類や

進化を一目で知ることができる強力な手段である。 

しかし、観測された全ての恒星はもちろん、比較的

身近な太陽や 1等星であっても、一般市民が HR図上

のどこに分布するのかを自ら図中にプロットして体感す

ることは難しい。そこで、実際の星空と HR 図の対応関

係を理解するための、実際の星空のように分布する全

天星図から、HR図上に恒星が移動する映像の制作を

試みた。 

 

２２．．手手法法  

２-１．データ取得  

HR 図を描画するためのデータは、ヒッパルコス星表

を 用 い た 。 デ ー タ は VizieR の ウ ェ ブ サ イ ト

(https://vizier.cds.unistra.fr/viz-bin/VizieR-3?-so

urce=I/239/hip_main)から取得し、HIP番号、視等級、

年周視差、年周視差の誤差、B-V、B-V 誤差、スペク

トル型、J2000 の赤経・赤緯を抽出した。 

 

２-２．データ処理  

抽出したパラメータから、距離と絶対等級を算出し

た。また、年周視差の誤差を年周視差で割った相対

誤差が 0.1 より大きい星、B-V誤差が 0.1 より大きい星

は除外した。ただし、主要な恒星であるγAnd、αAql、

絶絶
対対
等等
級級  

色色指指数数 ((BB--VV))  
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αAur、αBoo、αCar、αCenA、βCen、αCMa、α

CMi、αCru、βCru、αCyg、αEri、βGem、βGru、

αLyr、αOri、βOri、εPeg、αPsA、αSco、αTau、

αVir は除外しなかった。 

さらに、赤経・赤緯で表された球面座標系を全天星

図の描画に適した直交座標系に変換するための関係

式は、赤経α、赤緯δ、距離 r、地軸の傾きをεと置く

と 

(
𝑥𝑥
𝑦𝑦
𝑧𝑧
) = 𝑟𝑟 (

1 0 0
0 cos 𝜀𝜀 sin 𝜀𝜀
0 − sin 𝜀𝜀 cos 𝜀𝜀

)(
cos 𝛿𝛿 cos 𝛼𝛼
cos 𝛿𝛿 sin 𝛼𝛼

sin 𝛿𝛿
) 

なお、全ての星で r は 1、εは 23.4 とした。 

これらを用いて、1～3 列に全天星図の XYZ 座標を、

４～６列に HR 図の XYZ 座標を記述した csv ファイル

にして書き出した。 

 

２-３．CG ソフトによるアニメーション作成  

オープンソース 3DCG ソフトウェア「Blender」を用い

て、アニメーションを作成した。Python により、上記の

csv ファイルから頂点を生成し、初期位置を１～３列、

移動後を４～６列としたシェイプキー（モーフィング）を

作成した。ジオメトリノードにより、頂点の位置に球を生

成し、恒星の視等級と色指数に応じた輝度と色を持つ

マテリアルを割り当てた。 

また、レンダリング（連番ファイルへの書き出し）は画

角 180°のドームマスター形式、初期位置は北緯

35°地方恒星時 6ｈ、傾斜 20°の星空、恒星の移動

後は仰角 55 度を中心に HR 図が現れるよう調整した。 

 

３３．．結結果果  

以下の様なシーンをアニメーションでシームレスに繋

ぐことができた（画像はドームマスターの南半分のみ）。 

①全天星図（冬の星空）  

 

②HR 図のグラフ軸を描画したところ 

 

③冬の 1 等星のみを HR 図に移動させたところ 

 

④肉眼で見える全星を移動させている途中のシーン 

 

⑤1 等星から 6 等星までで描かれた HR 図  

 

４４．．おおわわりりにに 

本検討で作成した動画は、当館 2025 年度プラネタ

リウム A冬番組「星の一生」の１カットとして使用した[2]。

映像に対して当館学芸員による生解説を加えることで、

多くの観覧者に対して、主要な恒星には巨星や超巨

星が多いことを直観的に体感していただけた。 

一方で、今回は冬の星空を中心としたものであった

ため、他の季節の星空や特定の星団などについては

見送ることになった。また、解説ありでも映像の視聴で

は受動的であるため、能動的な体験となる工夫が必要

である。今後の展開の例として、来館者自身が操作し

て任意の星空や恒星を操作するインタラクティブな展

示への展開が期待される。 
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